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藤原宮第 5・ 6・ 7次の調査

― 鴨公小学校建設予定地の調査―

第 3図   第 5次 昭和 47年 3月 ～ 8月  31.4a
第 6次 昭和 47年 7月 ～ 10月  24.Oa
第 7次 昭和 47年 10月 ～48年 3月  82.9a

現在、大極殿跡北狽1の 一郭を占めている鴨公小学校は、藤原宮跡の保存計画

に伴い、現在位置の西南約 400mに移転することにな つた。移転予定地は、縄

手池 と飛弾から醍酬へ通じる市道とに換まれた約 200a奄贔 在はすべて水田に

なつている。この地域は、藤原宮の宮域の西辺、西面中門以南の官庁地域にあ

た り、宮域の西端″限る柵が、予定地の西に接する縄手池東堤の西端を通 り、

西面中門の推定位置は、予定地北辺から北 30mの 地点である。

当研究所では、学校建設に先立 つて、昭細も7年 3月 以来、二次にわたる調査を

実施 し、現在 までに、 90aの 発掘を終えた。

予忠地内の調査は、未だ完了していないが、以上の二次にわたる調査によつ

て、予定地のほぼ全域を占める官庁プロツクの存在が明らかにな つた。以下、

その概要を報告する。

調査地域の全域で、黒色土器・瓦器を伴 う中世の濤を多数検出した。これら

の濤は、南北方向に、あるいは東西方向に、ほぼ現在の水田の方向に一致 して

走 つており、いずれも、藤原官廃絶後の水田耕作に関連する遺構 と考えられる。

ほかに、この時郊の上拡を検出しているが、この時期の建物跡は皆無である。

中世σ)溝の大半が、藤原宮の追構面まで掘 1)込んでいおために、藤原宮期の

遺構の検出は困斯をきわめた。以下、藤原宮期び)主要な遺構について述べる。

検出した主な追構は、掘立柱建物 11、 概 3、 井戸 G、 土拡 5と 、調査地域の

南半で交差十る東西と南北方向の道路およびその側湊である。これ らの遺構 tk

東西方向の道路 SX108]と それに交差する南北方向の道路 SX1082に よつて区

画された時期 (A期 )VL、 βX1081・ 1082の 側濤″埋めて、東西椋のSB 1200
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を中心に、 SBH 00・ SBH 10。 SB1020などの大規模な掘立柱建物″整然 と配し

た官庁プロツクが形成 された時期 (B期 )の 前後二時期に分かれる。

期 __sxlo81・ 1082は 、幅 lm前後の側濤を伴 う道路で、いずれも幅約

6 mo SXlo81は 、 SX1082と の交差点以東では、西の部分より約 lm北に寄

つている。 SX1081の 側溝は、交差点でそれぞれ南北に折れて SXlo82の 側濤

につながるが、 SXlo82の 東側溝のみは、 SX1081カ 横切る浅い濤になつて南

北に連続している。また、東にのびる SX1081の 狽1濤は声西糾 SA1215の 西端

近 くで一段浅 くなり、輪郭の不鮮明な浅い濤になつて調査区外にのびている。

この東西榊 SA1215と SA1215に 接続する南北棚 SA1216と は、その配置の開

簿性から、 SXlo81・ 1082と 同時期のものと推定される。 SA3215・ 1216で

区画された中にある、倉庫隠の建物 SB1210も この時期のものであろう。なお、

SX1081・ 1082の 側濤からは、多量の上器が出上 したが、瓦は一片も紛出 さ

れなか つた。一方、後に述べるB期 の遺構 一押立柱癬物の柱穴、井戸、土払の

埋土からは、少量ながら瓦が紛出さ淑ている。この事実は、 A期 の遺構の性格

について一つの示唆を与えるものであろう。

B期 ― B期 は、この地域が一つの官庁として形を整えた時期でムリ、極め

て整然として建物配置がみられる。桁行 18間 (総長 49.9m)の 長大な東西棟

道路 SX1081・ 1082(西 より)

-19-

建物 SB1200を 北に置い

て、その南方の東西に、

ほぼ同規模の南北棟懲物

8B1020 ' SBl100 '

SBl‐ o″ 馳 し、 こね ら

の懲物の間は、東西幅 50

m余におよぶ広い空間″

残 している。 この広場の

中央部 には、東西幅 6m、

南北 33m″ 測 る長大な方

形の上 拡 SKH 40が ある。



出土遺物は少ないが、北半部で完

形の軒平瓦・丸瓦などが出土 と́た。

4棟の掘立柱建物は、柱間にか

な りの長短 (別表参照 )が あるが、

いずれも柱間 9尺 (約 2.67 mj等

間″意識して建てたものとみられ、

各懲物の配置もまた、この 9尺を

単位寸法として計画されたようで

ある。 SBHOo o SBl■ 0はその

西側柱列″ SB1200の 西妻にそろ

えて建てられており、 SB1200南

側柱列と SBH 00の 北妻の間は柱

聞 4 FHE分、 SBl100と SBll10と 建物 SBl100。 1110(北 より)

の FHRは 柱間 5聞 分″あけて建て られている。 また、 SB1020北 端の西側社 は、

SB1200東 端の南狽1柱か ら東へ柱間 6間 分、南へ 3間分の位置にある。 したが

つて、 SB H 00東 狽1柱列 と SB1020西 側柱列 との間は、柱間 21間 分あいている

ことになる。

SBl100と SBl H Oで は 、 当初 び)額I柱 の み の 難 物 (SB H 00A・ SB H 10A)

を 後 に 、 総 柱 の 建 物 (SB H 00B・ SB H 10B)に 態 て か え て い る。 SB1200・

SB1020で は建てかえは認め られないので、 この建てかえは B期 の うちに行な

われたのであろ う。 SB H OoA・ Bの 柱穴では、柱穴の底に、人頭大の河原石を

な らべた敷石が認められ、SB H ooAの 柱穴では、 さらにこの敷石の上に、柱位置

を閣んで並べた小石が粉出された。 いず れも、軟弱な地盤に第け る、掘立柱の

不 同沈下や横ずれを防 ぐための ものであろ う。

SB1020で は、南半の 1 l FH3分に 、床束の礎石が秒 出さねた。 浅 い円形の掘

1)方の中 1と 、 30～ 40師大の自然石″すえた もので、東西側柱の内狽1と 両 側柱

の FBH″二等分す る位置にある。南半の 11間 分々床張 りに した もの と考えられ る。

B期 で は 、 ほ か に 、 SEl10bを は じ め とす る、井 戸 3基 が あ る 。 SB H 00と SB
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lHoの 間にある井戸 SEH 05か らは、土器 。木簡・斎串・鋤の未成品・かご

・仲の殻など、多量の遺物が出土 した。木簡は 2点 あり、つけ札一点 と文書風

断片一点である。SEH 50・ 1160で は井戸枠が残つていた。前者は四枚の縦板

力方形に組合せ、後者では、横板を井桁組みにしている。後者の 用材は建物部

材力転用したものである。なお、所属時期が不明 (A期 ?)であるぶ SB1 200

東辺で検出した井戸 SE1205で も、縦板組の井戸枠があ 1)、 四隅の支柱に、建

物の柱材を評いていた。

以上が、鴨公小学校建設予定地において実施 した、第 5。 6・ 7次調査の概

要で沐る。最後に、調査の成果 と問題点″簡単にまとめておきたい。

このJIJ域 では、藤原官期の遺構に、 A郊 、 B期 の前後二時期のものが認めら

れた。 A期 には、調査地域の南半で交差する東西 と南北方向の道路 SX1081・

1082が あり、この道際によつて、この地域は四分されている。東南のプロツ

クには、柵 SA1215・ 1216で囲まれた一享【がある。宮域 との関連から、この

道路の位置力みると、東西方向い道路 SX1081は 、西面中門から南へ 1町 (約

182.5m=京 条坊の町割 1)計画寸法 )、 南北方向の慧路 SX1082は 、宮中軸

線から西へ 3町の位置にある。柵 SA1215。 1216に囲まれた部分の内部の調

査が進んでいない現在、断定的なことはいえないが、この時期の遺構はきわめ

てまばらで、とくに、規模の大きな建物は 1棟 もない。藤原官造営当初の姿を

示十ものかもしれない。

B期 になると、 A期の道路は靡絶 され、調査地域酉半力中心とする官庁ブロ

ツクがつ くられる。 B期 は藤原宮の盛期である。南北梼建物 SBH00・ lH0

は、この時期に建てかえが行なわれている。羽在のところ、長大な掘立柱建物

を整然と配した、 この官庁の性格″推定する材料は極めてとぼしい。平城宮、

平安宮では、宮西辺のこの地域に馬寮が置か漁ている。細長い南北棟建物の存

在が日立つ点に、平城宮馬寮としヽくぶんの類似が認められるが、ほかに、この

官庁力同積のものと十る根拠はない。 B期 に形成された官庁ブロックのllr格 の

究明は、今後の調杏に待ちたい。
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藤原宮第 5・ 6。 7次調査検出主要遺構

遺 構
柱 間 数 総 長 (ml

備 考
桁行 1梁行 桁行 1梁行

A 期

Ｘ

Ｘ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1081 東西道路

1082 南北道路

1210 建   物

1215東 西 柵

1216  F百  】ヒ 布冊

1225井  戸

2× 2

6以 上

11以上

&0

中屋6m

中冨6m

総柱の倉庫風建物

B 期

SB 1020南 北 棟

SB 1100A "

SB 1100B  "

SB l110A "

SB ll10B  "

SB 1200東 ぬ 棟

SA l170南 北 柵

Stt H 05井  戸

SE l150   "

SE l160   "

SK H40土  拡

20× 2

18× 8

18× 3

18× 3

18× 3

18×一

3

5■ 0  5。 5

51.0  8.0

5α 3  8.0

4&0 比8

4儀 7 佐8

4儀 7 -一

16.2

南 H FHR分床張り

】しから 1間 目にしきり(9

総 柱

総 柱

1020に伴う神SB

不  明

SB 1010東 西 棟
SB 1011南 北 棟
SB 1019東 西 棟
SB 1040 南 】ヒ棟
SB 1220   "

SB 1230東 西 棟
SE 1205井  戸
SE 1235   "

SK 1245 土   拡

5× 2

3× 2

3× 2

3× 2

4× 2

3× 2

11.2 48

41 ■1

6.4  46

岳6 &7

6.8 乱4

h6 3.0

総柱の倉庫風建物

SB1020よ り古

-22-



調 査 地 地 籍 地 番

飛 鳥 資料館 建設 地

坂  田  寺  跡

奥 山 久 米 寺 跡

飛鳥浄御原宮跡推定地

藤  原  宮  跡

高市部明日香村大字奥山 57掛轄j.588.691～6111.705

"    祝戸字節 ε3,190勅田字島〕
"291"    奥山 645(寺口嘲 ,66a670(西田氏宅う

"    1飛鳥 207

橿原市縄手町   301-丑 316-lP 317■ L318■ 319～25

327-1・名 32与 329-■・缶 33Q

※ 方位囀難サ椒圏黎朝そ示丸
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ｔ神

第 1図 飛鳥資洋斗館建設地大石組暗渠実測図

第2図 坂田寺跡調査実測図
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第3図 藤原宮跡 。第 5。 6・ 7次調査遺構実測図


